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１．ＪＡ糸島の概況

１）位置



２）地域（事業エリア）

福岡県前原市、糸島郡二丈町、志摩町

（平成22年１月１日より糸島市）

・管内人口 100,643 人

前原市： 69,501 人

二丈町： 13,354 人

志摩町： 17,788 人

・管内世帯数 36,228 世帯

前原市： 25,487  世帯

二丈町： 4,687  世帯

志摩町： 6,054  世帯



２．ＪＡ糸島の概要

◆糸島農業協同組合

住 所 福岡県前原市前原東２丁目７番１号

設 立 昭和３７年１１月

組合員数 正組合員 6,141名、准組合員 6,232名

出資金額 2,000,196千円

●事業実績（平成20年度）

農産物の販売 98億円

購買品の取扱 82億円

貯 金 残 高 766億円

融 資 残 高 262億円

長 期 共 済 4969億円

●従業員数 ４８５名

（嘱託・臨時・パートを含む）
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２）組合の沿革

昭和 37 年 11 月 糸島郡内 14農協2連合会の大同合併により、糸島郡農業協同組合を設立

昭和 39 年 10 月 みかん選果場落成

昭和 43 年 10 月 糸島郡農協本所落成

昭和 49 年 ６月 生活センター（Ａ-ＣＯＯＰ前原店）オープン

昭和 52 年 ２月 貯金残高２００億円達成

昭和 55 年 １月 年金友の会結成大会

昭和 56 年 ４月 前原カントリーエレベーター竣工

昭和 57 年 ２月 農村地域金融優良事例推進事業で「農林水産大臣賞」受賞

昭和 59 年 ８月 全国銀行協会 内国為替制度へ加入

昭和 60 年 ２月 長期共済１億円友の会結成

昭和 62 年 ３月 地元金融機関とＣＤ相互提携開始

平成元年 ４月 西部カントリーエレベーター竣工

平成２年 11 月 第１回 ドリームフェスティバル開催

平成３年 ７月 東部カントリーエレベーター竣工

平成４年 ４月 農協からＪＡへ愛称を変更 10月糸島農業協同組合へ名称変更、支所から支店へ名称変更

平成６年 10 月 子会社設立「（株）ジェイエイいとしま」（葬祭事業を開始）

平成７年 ４月 前原東部地区 共同育苗センター施設竣工

平成８年 ２月 九オン新オンラインシステム稼働

平成９年 ７月 営農総合センター竣工

12 月 Ａ－ＣＯＯＰ志摩店オープン

平成 10 年 ３月 園芸流通センター

平成 11 年 10 月 駅前支店を前原支店へ統合

平成 12 年 ２月 ＪＡ－ＰＯＲＴＡ（Ａ－ＣＯＯＰ前原駅南）竣工

４月 介護事業（支援・訪問介護）開始

平成 13 年 12 月 貯金残高７００億円達成

平成 15 年 ５月 デイサービスセンター「ひまわり」オープン

平成 16 年 ５月 ＪＡＳＴＥＭ（農協系統信用システム）へ移行

平成 17 年 ５月 新支店体制スタート（支店再編：14支店から９支店体制へ）

平成 19 年 ４月 ＪＡ糸島産直市場「伊都菜彩」オープン

平成 21 年 ６月 （株）ジェイエイいとしま やすらぎ会館二丈斎場オープン



ＪＡ糸島 経営理念

【基本理念】

わたしたちは、生命産業である農業の振興を図り、

豊かな地域社会の実現に貢献します。



【経営姿勢】

１．農業振興を事業の中核として、組合員の暮らしと地域社会

の発展に努めます。

２．地域社会と共生し、地域から信頼されるＪＡであり続けます。

３．変化を先取りし、更なる進歩をめざして、創造と革新に挑戦

します。

４．人を育て、人を活かし、活力溢れるＪＡをめざします。



協同組合経営の基本方針

（ガバナンスとコンプライアンス）

①業務の有効性及び効率性

②財務報告の信頼性

③事業活動に関わる法令等の遵守

④資産の保全



３．各事業部門別の依存率

１）平成２０年度決算実績

①事業総利益 3,450 百万円

②事業利益 137 百万円

③経常利益 295 百万円

④当期剰余金 205 百万円



２）事業総利益に占める部門別割合

信用

共済

営農

生活　　

信 用

営 農

生 活

共 済

797,353,485円

1,201,064,802円

701,530,069円

769,147,688円

経
済
事
業

ＪＡ糸島の特徴として、総事業利益のうち
経済事業の占める割合が約５７％を占めている。



３．管内の農産物粗生産高
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４．生産農協としてのチャレンジ

～販売高100億円をめざして～

１）ＪＡの農産物共販取扱高

“チャレンジ100億円”への取り組み

①直売部門の販売事業として

直売所 産直市場 伊都菜彩を開設

② マークの商標登録

生産者、ＪＡ職員への動機づけ

糸

糸







２）直営の農産物直売所開設の目的

■伊都菜彩開設の中でめざした５つの「場」

①高齢化する農家組合員や女性の担い手が活躍できる「場」づくり

②糸島地域の「食」に関わる産業者が連携し、地産地消運動の拠点として

の「場」づくり（観光施設であり、地産地消活動の拠点）

③中間流通コストを可能な限り削減し、農業所得の向上を図る「場」

④共販出荷者のＢ級品を有利販売し、農業所得の向上を図る「場」

⑤ ＪＡが新たな販売チャネルを創造することで、ＪＡの共販から離れていっ
た組合員を組合の販売事業へ再結集させる「場」

消費地に出向いていくのか、
消費者に来てもらうのか・・・

また、糸島地域には、豊かな自然と景観があるが・・・
観光施設といえるものが無かった。



３）ＪＡ直売所としての伊都菜彩の開設

総敷地面積 19,653.90 ㎡（5,945坪）
店舗面積 2,440.20㎡（ 738坪）
売場面積 1,268.14㎡（ 384坪）
駐車場 収容可能台数約400台





４）出荷会員の推移と状況
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２）販売品（農産物）の取扱実績の推移
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スタートは、組合員意向調査から・・・

・組合員世帯の８９％（3,437戸）

から将来の農業経営に対する意向

や後継者の確保状況を調査した。

①組合員の抱える悩み・不安

②後継者がいない･･･。

③高齢化によるリタイア

・糸島地域の経営耕地面積の約40％

が耕作放棄地となる恐れがある。

組合員に対しての糸島農業ビジョン

・21世紀への創造と挑戦

「ロマン溢れる糸島農業」の策定

５．人づくりは組織づくりの原点



３つの目標設定と営農総合センターを拠点とした地域農業振興

糸島農業を担う

活力ある人づくり

消費者に信頼される

すばらしいものづくり

農を基盤とした

魅力ある豊かな

地域づくり

• 平成7年、ＪＡ糸島長期農

業振興計画として「ロマン
溢れる糸島農業」を策定
し、３づくり運動を展開。

• ＪＡを「３づくり運動」を支
えるサポート体と位置づ
け、その拠点として営農
総合センターを建設した。





６．ＪＡのホスピタリティ

１）組合員からの視点と顧客からの視点

①ＪＡに対する組合員の願い・・・

②消費者が期待するＪＡの価値・・・

「組合員、利用者の目線に立った活動と行動を・・・」





ドリームフェスティバル～ＪＡファンへの感謝祭～

糸島地域のＪＡファンを対象とした感謝祭も今年で２０回目となります。




